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　大根は一年中出回っていますが、寒い時期に甘味が増して

おいしくなります。日本では、春の七草の一つ「スズシロ」とし

て古くから、親しまれています。

　現在は肉質が柔らかく、甘味が強い青首大根が主流ですが、

京都の伝統野菜の聖護院大根、水分が多く大型の三浦大根、

薬味に使われる辛味大根など、独自の品種があります。シャキ

シャキとした食感を生かし、生のままサラダやあえ物、大根お

ろしとして食べたり、加熱すると甘味が増し、だしのうま味を

閉じ込めるので、ぶり大根、おで

んなどの煮物や煮込み料理、

スープにしたりと、いろいろな料

理でおいしくいただけます。

　葉の付け根の部分は甘く、先

端（しっぽ）ほど辛味が強くなる

ので、料理によって使い分けるの

がポイント。生で食べるときは葉に近い部分、煮物など加熱す

る料理には真ん中の部分、先端はみそ汁などに使うとよいで

しょう。

　大根に含まれる辛味成分は、がん予防に効果があるといわ

れ、ビタミンＣも豊富です。その他、消化を助け、胃腸の働き

を整えて食欲をアップさせるジアスターゼも含まれています。

ジアスターゼは加熱すると壊れてしまうので、生のまま食べる

方が効果的です。脂っぽいものを食べる時に大根おろしを添

えると、消化も良く、さっぱりします。

　選ぶ時は、太くて重いもの、皮に張りがあるものが新鮮です。

葉が付いているものは、そのまま置いておくと、葉から水分が

失われスカスカになってしまうので、葉を切り分けて保存します。

使いかけのものは、乾燥しないように切り口をラップで覆い、

ポリ袋に入れて、野菜室へ。葉の部分はゆでて刻んで冷凍して

おくと、みそ汁の青味や煮物の彩りにもなり、便利です。

しょうご いん
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確定申告の準備は
お済みですか？

大根は５ｃｍ長さ、７～８ｍｍ角の拍子切りにし
ます。

ネギは斜めに切り、ショウガは薄切りにします。

牛肉は１～１.５ｃｍ幅に切ります。

鍋に　と大根を入れて火にかけ、ふたをして２～
３分煮ます。牛肉、ネギ、ショウガを加え、沸騰し
たら、あくを取ります。

　を加えて調味します。

大根
牛もも肉（薄切り）
ネギ
ショウガ
　　水
　　スープのもと
　　花しょう
　　塩
      酒
　　しょうゆ
※花しょうは中華食材で、粒さんしょうの
　ことです。
　　

・・・・・・・・・・・・・・・150ｇ
・・・・・・・・60ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・　　本
・・・・・・・・・・１片（10ｇ）
・・・・・・カップ2（400ml）

・・・・・小さじ１
・・・・・・・・・小さじ　

・・・・・・・・・・・・・小さじ　
・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

・・・・・・・・・小さじ1

A

A

B

21

21

61

大根と牛肉のスープ
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所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、
「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。

※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。
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国税庁ホームページ 検 索 URL http：//www.nta.go.jp/

　
の準備はお済みですか？

　画面の案内にしたがって金額などを入力すれば、税額などが自動計算され、所得税及び復興特別所得税、消費税
及び地方税の確定申告書や青色申告決算書などを作成できます。
　また、作成したデータは「e‐Tax（電子申告）」を利用して提出できます。
※e-Taxの利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です）、ＩＣカードリーダライタの購入などの事前
　準備が必要です。

　今年も確定申告の時期がやってきました。
　今回は主な改正事項や役に立つ申告のポイントなどを紹介します。
申告が必要な方は早めの準備で余裕をもって申告しましょう！

　１月１日～１２月３１日までの１年間に生じた所得を計算し、その所得金額に対する税額を算
出して今年の２月１６日～３月１５日※までの間に申告と納税をすることです。
　１年間の総決算を意味し、確定所得金額について計算した税金の額を、源泉徴収された税金、
予定納税でおさめた税金などの総額と比べて、精算するためにおこなうものです。
※平成２６年分の申告期限および納期限は平成２７年３月１６日（月）までです。

　確定申告が必要なのは農業など個人事業者の方と思われがちですが、
サラリーマンの方でも給与の年間収入金額が2,000万円を超える方な
どは確定申告が必要です。
　また、給与所得者で医療費控除、雑損控除、寄附金控除、政党等寄附
金特別控除等を受ける方など、確定申告をすれば税金が戻る方もいます。
　詳しくは国税庁ホームページに掲載されています。しっかり確認して、
申告もれなどがないようにしましょう。

●　譲渡損失の他の所得との損益通算及び雑損控除を適用することができない「生活に通常必
　要でない資産」の範囲に、主として趣味、娯楽、保養又は、鑑賞の目的で所有する不動産以外
　の資産（ゴルフ会員権等）が追加されました。
　　この改正は、平成２６年４月１日以後の資産の譲渡等により生ずる損失の金額及び同日以後
　の災害等により生ずる損失の金額について適用されます。
●　非課税口座内の小額上場株式等に係る配当所得及び譲渡所得等の非課税制度（ＮＩＳＡ）が、
　平成２６年１月１日より施行されました。
　１.居住者等が、非課税口座に非課税管理勘定を設けた日から同日の属する年の１月１日以後
　　５年を経過する日までの期間（以下、「非課税期間」という）内に支払いを受けるべき非課税
　　口座内上場株式等の配当等については、所得税を課さないこととされました。
　２.居住者等が、非課税期間内に金融商品取引業者等への売委託等による譲渡をした場合にお
　　けるその譲渡に係る非課税口座内上場株式等の譲渡所得等については、所得税を課さない
　　こととされました。
●　上場株式等の譲渡所得等及び配当所得に係る１０％軽減税率（所得税７％、住民税３％）の
　特例措置並びに源泉徴収選択口座内調整所得金額及び上場株式等の配当等に係る源泉徴収税率
　の１０％軽減税率（所得税７％、住民税３％）の特例措置は、平成２５年１２月３１日をもって廃止され、
　平成２６年１月１日以後は、本則税率の２０％（所得税１５％、住民税５％）が適用されます。

復興特別
所得税の
記載漏れに
ご注意ください！

お早めに！
平成２６年分の申告がスタートします。

確定申告とは？

どういう人が
必要？

平成２６年分から適用される所得税及び
復興特別所得税の主な改正事項について

改正事項が
あるの？

確定申告って

何？
どういう人が
必要なの？

特
集

―国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告書の作成ができます―

申告すれば
税金が戻る方も
いるかも・・・

資産や株式の
配当や譲渡所得
などの適用が
変わったのね
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の順番でまとめましょう！

　個人の白色申告の方で、事業や不動産貸付等をおこなう全ての方は、
平成２６年１月から記帳と帳簿書類の保存が必要となりました。
※これまでの記録・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年
　分あるいは前年分の事業所得等の金額の合計額が３００万円を超えた方です。

　ＪＡでは税務相談会を開催しています。
　日時・場所については、本誌１５ページの「無料相談日」をご覧ください。

農業者等の記帳・帳簿等の保存制度の
対象者が拡大されました

の準備はお済みですか？
特
集

　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務をおこな
う全ての方です。
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要がない方も、記帳・帳簿等保存制
度の対象となります。

平成２６年１月からの記帳・帳簿等の保存制度

対象となる方

農業所得

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作
成した帳簿や受け取った請求書・領収書などの書類を保存する
必要があります。

帳簿等の保存

帳
簿
等
の
保
存
期
間

各
種
所
得
控
除
証
明
書

　売上などの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、
取引の年月日、売上先・仕入先その他の相手方の名称、日々の
売上げ、仕入れ、経費の金額等を帳簿に記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計
金額をまとめて記載するなど、簡易な方法で記載してもよいこ
とになっています。　

記帳する内容

源泉徴収票

収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）

保存が必要なもの

帳
簿

書
類

保存期間
７　　年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5　　年

決算に関して作成した棚卸表その他の書類 5　　年

業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、
送り状、領収書などの書類

5　　年

農業所得は、農業収
入から農業に係る経
費を差し引いた金額
です。

通帳より・・・種苗・肥料・
農薬・農具・動力光熱
費など各科目ごとに拾
い出す。

不動産所得
不動産所得は、その
年の不動産の賃貸
収入から不動産賃
貸にかかわる経費を
差し引いた金額です。

その他の所得

公的年金の
雑所得

事業所得、一時所得、
譲渡所得など。

現金で支払ったレシー
ト・領収書等の整理。

その

1

その

2

通帳より・・・農作物の
売上金補助金等を拾い
出す。
庭先での販売など、現金
で売り上げた記録を
整理。

その

1

その

2

通帳より・・・租税公課・
損害保険料・修繕費
など各科目ごとに拾い
出す。
現金で支払ったレシー
ト・領収書等の整理。

その

1

その

2

通帳より・・・アパー
トや土地の家賃収
入等を賃貸人ごとに
拾い出す。
敷金・補償金等の預り金
を整理。

その

1

その

2

通帳等より・・・支払っ
た費用金額を拾い出す。

通帳より・・・収入金額
を拾い出す。

記帳と帳簿
書類を保存
しなくっちゃ

まずは、自分で
やってみよう！

白色申告の私たちも対象になるのかしら・・・

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
！
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農
業
所
得
の
収
支

不
動
産
所
得
の
収
支

そ
の
他
所
得

　の
収
支

各
所
得
の
一
年
間
の
合
計
を
計
算
す
る

費　用
所得の

収支明細 収 入 所得の種類

1 2 3

2

1

3

事
前
に
準
備
す
る
も
の

事
前
に
準
備
す
る
こ
と

平成２６年分の「公的年金等の源泉徴収票」
※平成２７年1月ごろに日本年金機構などから送られ
てきます。

ＪＡから送付されてくる共済掛金払込証明書など

生 命 保 険 料
個 人 年 金 保 険 料
介 護 医 療 保 険 料
地震保険料・損害保険料

社会保険料 後期高齢者医療・介護・
国民健康保険など

医　療　費

国民年金保険料控除証明書、国民健康保険
料の支払通知書（支払確認書）など。

領収書・・・医療機関ごと、治療を受けた人ご
とに整理し、支払い合計を計算しておきます。

個人年金の支払証明書など
※ＪＡ共済など、個人年金を需給されている方に送ら
れてくる年金の支払調書など。

その

1

その

2

（　　　　　）

掛金支払証明書・領収書など

の
準
備

そ
の
他

月ごとに仕訳帳（出納帳）にまとめましょう
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　分あるいは前年分の事業所得等の金額の合計額が３００万円を超えた方です。

　ＪＡでは税務相談会を開催しています。
　日時・場所については、本誌１５ページの「無料相談日」をご覧ください。

農業者等の記帳・帳簿等の保存制度の
対象者が拡大されました

の準備はお済みですか？
特
集

　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務をおこな
う全ての方です。
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要がない方も、記帳・帳簿等保存制
度の対象となります。

平成２６年１月からの記帳・帳簿等の保存制度

対象となる方

農業所得

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作
成した帳簿や受け取った請求書・領収書などの書類を保存する
必要があります。

帳簿等の保存

帳
簿
等
の
保
存
期
間

各
種
所
得
控
除
証
明
書

　売上などの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、
取引の年月日、売上先・仕入先その他の相手方の名称、日々の
売上げ、仕入れ、経費の金額等を帳簿に記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計
金額をまとめて記載するなど、簡易な方法で記載してもよいこ
とになっています。　

記帳する内容

源泉徴収票

収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）

保存が必要なもの

帳
簿

書
類

保存期間
７　　年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5　　年

決算に関して作成した棚卸表その他の書類 5　　年

業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、
送り状、領収書などの書類

5　　年

農業所得は、農業収
入から農業に係る経
費を差し引いた金額
です。

通帳より・・・種苗・肥料・
農薬・農具・動力光熱
費など各科目ごとに拾
い出す。

不動産所得
不動産所得は、その
年の不動産の賃貸
収入から不動産賃
貸にかかわる経費を
差し引いた金額です。

その他の所得

公的年金の
雑所得

事業所得、一時所得、
譲渡所得など。

現金で支払ったレシー
ト・領収書等の整理。

その

1

その

2

通帳より・・・農作物の
売上金補助金等を拾い
出す。
庭先での販売など、現金
で売り上げた記録を
整理。

その

1

その

2

通帳より・・・租税公課・
損害保険料・修繕費
など各科目ごとに拾い
出す。
現金で支払ったレシー
ト・領収書等の整理。

その

1

その

2

通帳より・・・アパー
トや土地の家賃収
入等を賃貸人ごとに
拾い出す。
敷金・補償金等の預り金
を整理。

その

1

その

2

通帳等より・・・支払っ
た費用金額を拾い出す。

通帳より・・・収入金額
を拾い出す。

記帳と帳簿
書類を保存
しなくっちゃ

まずは、自分で
やってみよう！

白色申告の私たちも対象になるのかしら・・・

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
！

● 45 ● JAひがしみの

農
業
所
得
の
収
支

不
動
産
所
得
の
収
支

そ
の
他
所
得

　の
収
支

各
所
得
の
一
年
間
の
合
計
を
計
算
す
る

費　用
所得の

収支明細 収 入 所得の種類

1 2 3

2

1

3

事
前
に
準
備
す
る
も
の

事
前
に
準
備
す
る
こ
と

平成２６年分の「公的年金等の源泉徴収票」
※平成２７年1月ごろに日本年金機構などから送られ
てきます。

ＪＡから送付されてくる共済掛金払込証明書など

生 命 保 険 料
個 人 年 金 保 険 料
介 護 医 療 保 険 料
地震保険料・損害保険料

社会保険料 後期高齢者医療・介護・
国民健康保険など

医　療　費

国民年金保険料控除証明書、国民健康保険
料の支払通知書（支払確認書）など。

領収書・・・医療機関ごと、治療を受けた人ご
とに整理し、支払い合計を計算しておきます。

個人年金の支払証明書など
※ＪＡ共済など、個人年金を需給されている方に送ら
れてくる年金の支払調書など。

その

1

その

2

（　　　　　）

掛金支払証明書・領収書など

の
準
備

そ
の
他

月ごとに仕訳帳（出納帳）にまとめましょう
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加
子
母
で
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
纐
纈
輝

己
さ
ん
は
、
12
月
22
日
に
岐
阜
県
よ
り

「
飛
騨
美
濃
特
産
名
人
」
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
へ
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
認
定
は
、
優
れ
た
生
産
技
術
や
知

識
を
持
ち
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
農
業
者
が
対
象
。
纐

纈
さ
ん
は
高
度
な
栽
培
技
術
に
よ
り
、
常

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収
量
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産

協
議
会
が
開
く
「
栽
培
見
学
ツ
ア
ー
」
の

視
察
対
応
や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
の
講
師

を
務
め
る
な
ど
、
新
規
栽
培
者
の
発
掘
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
恵
那
農
林
事
務
所
は
１
月
上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
管
内
4
会
場
で
ク
リ
栽

培
の
基
本
技
術
講
習
会
を
開
き
、
行
政

や
当
Ｊ
Ａ
、
ク
リ
栽
培
希
望
者
な
ど
計

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
同
事
務
所
の
普
及
指
導
員

が
産
地
の
概
要
や
栽
培
前
の
準
備
に
つ
い

て
説
明
。
ま
た
ク
リ
の
新
品
種
や
、
凍
害

発
生
を
抑
制
す
る
「
株
ゆ
る
め
処
理
」
の

紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
そ
の
後
、
飛
騨
美
濃
特
産
名

人
に
認
定
さ
れ
て
い
る
名
人
剪
定
士
の
榊

間
信
明
さ
ん
と
土
屋
厚
子
さ
ん
に
剪
定
指

導
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

実
技
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
14
日
、
同
Ｊ
Ａ
本
店

で
畜
産
農
家
を
対
象
に
税
務
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
、
約
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
中
津
川
税
務
署
と
古
屋
税

理
士
事
務
所
の
古
屋
先
生
を
講
師
に
招
き
、

確
定
申
告
の
注
意
点
や
誤
り
や
す
い
事
例

を
紹
介
。
和
牛
・
乳
牛
の
減
価
償
却
に
つ

い
て
や
飼
料
・
肥
料
等
の
棚
卸
し
、
肥
育

牛
に
関
し
て
は
、
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る

農
業
所
得
の
課
税
の
特
例
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
参
加
者
は「
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
不

安
や
疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
講
習
会
だ
っ
た
」と
話
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬
に

か
け
て
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会

と
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
員
を
対

象
に
、
同
Ｊ
Ａ
営
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
恵

那
農
林
事
務
所
普
及
指
導
員
を
交
え
た
三

者
面
談
を
管
内
４
地
域
で
行
い
ま
し
た
。

　
面
談
は
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
荷
実

績
や
栽
培
履
歴
デ
ー
タ
か
ら
課
題
の
明

確
化
と
改
善
に
向
け
た
計
画
の
提
案
、

土
壌
分
析
結
果
に
基
づ
く
施
肥
設
計
を

行
い
、
次
年
度
の
栽
培
に
向
け
た
計
画

づ
く
り
が
目
的
。

　
生
産
者
は「
栽
培
の
課
題
や
改
善
点
が

は
っ
き
り
と
見
え
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
は
や
る
気
に
も
繋
が
る
」と
話
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
16
日
、
下
野
い
き
い
き

会
館
で
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
こ

れ
か
ら
産
直
出
荷
を
考
え
て
い
る
方
な
ど

約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
次
年
度
栽
培
に
向
け
て
土

づ
く
り
や
連
作
障
害
、
出
荷
品
目
の
計
画

に
つ
い
て
同
Ｊ
Ａ
伊
佐
次
崇
史
営
農
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
収
穫
し
た
里
芋
の
生
理
障
害
、

土
づ
く
り
資
材
に
つ
い
て
質
問
し
、「
学
ん

だ
こ
と
を
自
分
の
栽
培
に
活
か
し
、
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
野
菜
を
出

荷
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
加
子
母
肉
牛
生
産
組
合
は
１
月
23
日
、

下
呂
市
の
望
川
館
で
同
組
合
創
立
50
周

年
記
念
大
会
を
盛
大
に
開
き
、
同
組
合
員

を
始
め
、
行
政
、
当
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者

ら
約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
丹
羽
郷
樹
組
合
長
は
「
加
子
母

の
畜
産
と
飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
へ
と

発
展
さ
せ
る
よ
う
、
今
後
も
組
合
の
結
束

を
強
化
し
た
い
」
と
、
50
年
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
ま
た
永
年
に
わ
た
る
組
合
の
発
展
へ
の

尽
力
、
貢
献
を
讃
え
て
、
丹
羽
忠
重
さ
ん

に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
12
月
19
日
、
男
の
短

期
大
学
の
第
５
回
目
と
な
る
修
学
旅
行
を

行
い
ま
し
た
。「
着
い
て
か
ら
の
お
楽
し

み
」と
い
う
趣
向
で
今
回
は
静
岡
県
島
田

市
を
訪
れ
、
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
世
界
一
長
い
木
造
歩
道
橋
と
し
て
有
名

な「
蓬
莱
橋
」や
日
本
の
茶
の
歴
史
や
暮
ら

し
と
の
繋
が
り
を
学
べ
る「
お
茶
の
郷 

博

物
館
」、
新
鮮
な
海
の
幸
が
豊
富
な「
焼
津

さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」で
買
い
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
参
加
者
は「
他
の
参
加
者
と
の
親
睦
も

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
気
も
と
て
も

良
く
、
充
実
し
た
旅
と
な
っ
た
」と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
は
１
月
21
日
、

中
津
川
市
立
南
小
３
年
生
を
対
象
に
食
と

農
に
つ
い
て
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
地
産
地
消
の
考
え
の
も
と
、
農

業
と
食
の
繋
が
り
を
学
び
、
地
元
で
採
れ

た
農
産
物
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
。
食
農
リ
ー
ダ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
で
採
れ
た
白
菜
や
大
根
、
に
ん
じ
ん
、

ほ
う
れ
ん
そ
う
を
持
ち
込
み
、
栽
培
方
法

や
栄
養
価
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
児
童
は「
野
菜
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
家
で
も
給

食
で
も
美
味
し
く
食
べ
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

加
子
母
の
纐
纈
輝
己
さ
ん

飛
騨
美
濃
特
産
名
人
に
認
定

畜
産
農
家
対
象

確
定
申
告
な
ど
税
務
関
係
学
ぶ

2

当ＪＡへ認定の報告に訪れた纐纈輝己さん㊧と足立組合長

栗
栽
培
の
基
本
技
術
学
ぶ

恵
那
農
林
事
務
所
が
講
習
会普及指導員に苗木の植栽を学ぶ参加者

確定申告について説明を聞く参加者

生産者㊧にアドバイスをするＪＡ営農アドバイザーと普及指導員

Ｊ
Ａ・
生
産
者
・
普
及
指
導
員

三
者
面
談
で
意
識
向
上

次
年
度
栽
培
に
む
け
て

野
菜
栽
培
講
習
会

男
の
短
期
大
学

修
学
旅
行
で
親
睦
深
め
る

栽培方法について説明を聞く参加者

５０
年
の
節
目
で
飛
躍
誓
う

加
子
母
肉
牛
生
産
組
合

蓬莱橋を訪れた男の短期大学の受講生

地
元
産
食
材
に
関
心
高
め
る

南
小
で
食
農
教
育
活
動

食農リーダーから話を聞く児童

同組合丹羽組合長㊨から表彰を受ける丹羽忠重さん
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加
子
母
で
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
纐
纈
輝

己
さ
ん
は
、
12
月
22
日
に
岐
阜
県
よ
り

「
飛
騨
美
濃
特
産
名
人
」
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
へ
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
認
定
は
、
優
れ
た
生
産
技
術
や
知

識
を
持
ち
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
農
業
者
が
対
象
。
纐

纈
さ
ん
は
高
度
な
栽
培
技
術
に
よ
り
、
常

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収
量
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産

協
議
会
が
開
く
「
栽
培
見
学
ツ
ア
ー
」
の

視
察
対
応
や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
の
講
師

を
務
め
る
な
ど
、
新
規
栽
培
者
の
発
掘
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
恵
那
農
林
事
務
所
は
１
月
上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
管
内
4
会
場
で
ク
リ
栽

培
の
基
本
技
術
講
習
会
を
開
き
、
行
政

や
当
Ｊ
Ａ
、
ク
リ
栽
培
希
望
者
な
ど
計

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
同
事
務
所
の
普
及
指
導
員

が
産
地
の
概
要
や
栽
培
前
の
準
備
に
つ
い

て
説
明
。
ま
た
ク
リ
の
新
品
種
や
、
凍
害

発
生
を
抑
制
す
る
「
株
ゆ
る
め
処
理
」
の

紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
そ
の
後
、
飛
騨
美
濃
特
産
名

人
に
認
定
さ
れ
て
い
る
名
人
剪
定
士
の
榊

間
信
明
さ
ん
と
土
屋
厚
子
さ
ん
に
剪
定
指

導
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

実
技
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
14
日
、
同
Ｊ
Ａ
本
店

で
畜
産
農
家
を
対
象
に
税
務
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
、
約
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
中
津
川
税
務
署
と
古
屋
税

理
士
事
務
所
の
古
屋
先
生
を
講
師
に
招
き
、

確
定
申
告
の
注
意
点
や
誤
り
や
す
い
事
例

を
紹
介
。
和
牛
・
乳
牛
の
減
価
償
却
に
つ

い
て
や
飼
料
・
肥
料
等
の
棚
卸
し
、
肥
育

牛
に
関
し
て
は
、
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る

農
業
所
得
の
課
税
の
特
例
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
参
加
者
は「
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
不

安
や
疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
講
習
会
だ
っ
た
」と
話
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬
に

か
け
て
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会

と
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
員
を
対

象
に
、
同
Ｊ
Ａ
営
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
恵

那
農
林
事
務
所
普
及
指
導
員
を
交
え
た
三

者
面
談
を
管
内
４
地
域
で
行
い
ま
し
た
。

　
面
談
は
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
荷
実

績
や
栽
培
履
歴
デ
ー
タ
か
ら
課
題
の
明

確
化
と
改
善
に
向
け
た
計
画
の
提
案
、

土
壌
分
析
結
果
に
基
づ
く
施
肥
設
計
を

行
い
、
次
年
度
の
栽
培
に
向
け
た
計
画

づ
く
り
が
目
的
。

　
生
産
者
は「
栽
培
の
課
題
や
改
善
点
が

は
っ
き
り
と
見
え
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
は
や
る
気
に
も
繋
が
る
」と
話
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
16
日
、
下
野
い
き
い
き

会
館
で
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
こ

れ
か
ら
産
直
出
荷
を
考
え
て
い
る
方
な
ど

約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
次
年
度
栽
培
に
向
け
て
土

づ
く
り
や
連
作
障
害
、
出
荷
品
目
の
計
画

に
つ
い
て
同
Ｊ
Ａ
伊
佐
次
崇
史
営
農
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
収
穫
し
た
里
芋
の
生
理
障
害
、

土
づ
く
り
資
材
に
つ
い
て
質
問
し
、「
学
ん

だ
こ
と
を
自
分
の
栽
培
に
活
か
し
、
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
野
菜
を
出

荷
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
加
子
母
肉
牛
生
産
組
合
は
１
月
23
日
、

下
呂
市
の
望
川
館
で
同
組
合
創
立
50
周

年
記
念
大
会
を
盛
大
に
開
き
、
同
組
合
員

を
始
め
、
行
政
、
当
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者

ら
約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
丹
羽
郷
樹
組
合
長
は
「
加
子
母

の
畜
産
と
飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
へ
と

発
展
さ
せ
る
よ
う
、
今
後
も
組
合
の
結
束

を
強
化
し
た
い
」
と
、
50
年
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
ま
た
永
年
に
わ
た
る
組
合
の
発
展
へ
の

尽
力
、
貢
献
を
讃
え
て
、
丹
羽
忠
重
さ
ん

に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
12
月
19
日
、
男
の
短

期
大
学
の
第
５
回
目
と
な
る
修
学
旅
行
を

行
い
ま
し
た
。「
着
い
て
か
ら
の
お
楽
し

み
」と
い
う
趣
向
で
今
回
は
静
岡
県
島
田

市
を
訪
れ
、
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
世
界
一
長
い
木
造
歩
道
橋
と
し
て
有
名

な「
蓬
莱
橋
」や
日
本
の
茶
の
歴
史
や
暮
ら

し
と
の
繋
が
り
を
学
べ
る「
お
茶
の
郷 

博

物
館
」、
新
鮮
な
海
の
幸
が
豊
富
な「
焼
津

さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」で
買
い
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
参
加
者
は「
他
の
参
加
者
と
の
親
睦
も

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
気
も
と
て
も

良
く
、
充
実
し
た
旅
と
な
っ
た
」と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
は
１
月
21
日
、

中
津
川
市
立
南
小
３
年
生
を
対
象
に
食
と

農
に
つ
い
て
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
地
産
地
消
の
考
え
の
も
と
、
農

業
と
食
の
繋
が
り
を
学
び
、
地
元
で
採
れ

た
農
産
物
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
。
食
農
リ
ー
ダ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
で
採
れ
た
白
菜
や
大
根
、
に
ん
じ
ん
、

ほ
う
れ
ん
そ
う
を
持
ち
込
み
、
栽
培
方
法

や
栄
養
価
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
児
童
は「
野
菜
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
家
で
も
給

食
で
も
美
味
し
く
食
べ
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

加
子
母
の
纐
纈
輝
己
さ
ん

飛
騨
美
濃
特
産
名
人
に
認
定

畜
産
農
家
対
象

確
定
申
告
な
ど
税
務
関
係
学
ぶ

2

当ＪＡへ認定の報告に訪れた纐纈輝己さん㊧と足立組合長

栗
栽
培
の
基
本
技
術
学
ぶ

恵
那
農
林
事
務
所
が
講
習
会普及指導員に苗木の植栽を学ぶ参加者

確定申告について説明を聞く参加者

生産者㊧にアドバイスをするＪＡ営農アドバイザーと普及指導員

Ｊ
Ａ・
生
産
者
・
普
及
指
導
員

三
者
面
談
で
意
識
向
上

次
年
度
栽
培
に
む
け
て

野
菜
栽
培
講
習
会

男
の
短
期
大
学

修
学
旅
行
で
親
睦
深
め
る

栽培方法について説明を聞く参加者

５０
年
の
節
目
で
飛
躍
誓
う

加
子
母
肉
牛
生
産
組
合

蓬莱橋を訪れた男の短期大学の受講生

地
元
産
食
材
に
関
心
高
め
る

南
小
で
食
農
教
育
活
動

食農リーダーから話を聞く児童

同組合丹羽組合長㊨から表彰を受ける丹羽忠重さん
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最
近
、
若
い
世
代
を
中
心
に
朝
食
を
取
ら

な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
ま
っ
た
く
食
べ
な
い
人
が
1０
代
で
は

15
％
、
２０
代
で
は
16
％
、
3０
代
で
は
な
ん
と

２０
％
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
朝
食
を
食
べ
な
い
か
と
い
う
と
、

「
食
べ
る
時
間
が
あ
れ
ば
寝
て
い
た
い
」「
寝

坊
し
て
時
間
が
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
面

倒
く
さ
い
」な
ど
本
人
の
生
活
習
慣
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　
朝
食
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
朝
起
き
た
と
き
は
血
糖
値
が
低
く
、

内
臓
や
神
経
、
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
脳
は
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す

が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
は
ブ
ド
ウ
糖

で
す
。
朝
食
を
と
ら
な
い
と
脳
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
行
き
渡
ら
ず
、
脳
が
活
発
に
働
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
勉
強
や
仕

事
の
能
率
が
上
が
ら
な
い
し
、
集
中
力
が
低

下
し
て
午
前
の
活
動
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　
夜
寝
て
い
る
間
に
は
体
温
も
心
拍
数
も

下
が
り
、
血
圧
も
低
く
な
り
ま
す
。
朝
食
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
温
も
上
が
り
、
夜

眠
っ
て
い
た
体
と
頭
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、
朝
の
排
便
の
習
慣
を
付

け
る
た
め
に
は
、
朝
食
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
あ
る
程
度
の
食
事
の
量
と
繊
維
質

（
野
菜
）と
水
分
に
よ
り
、
腸
の
刺
激
を
与

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
朝
食
を
取
ら
ず
、
昼
食
と
夕
食
だ
け

で
一
日
に
必
要
な
栄
養
素
を
取
り
、
3０
種
類

の
食
品
を
食
べ
る
の
は
無
理
で
す
。
従
っ
て

常
に
栄
養
不
足
に
な
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て「
太
る
か
ら
朝

食
を
取
ら
な
い
」と
言
う
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
逆
で
す
。
一
日
２
食
に
す
る
と
肥
満

に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
ま
た
夜
遅
く
夜
食
を
取
る
と
、
翌
朝
は
食

欲
が
な
く
な
り
、
十
分
に
朝
食
が
と
れ
ま
せ

ん
。
夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
の
食
事
は
な
る
べ

く
控
え
た
い
も
の
で
す
。

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
暖
か
い
部
屋
か
ら

出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
リ
ビ
ン
グ

に
物
が
集
ま
り
が
ち
に
。
特
に
こ
た
つ
の

周
辺
は
危
険
地
帯
。
手
が
届
く
範
囲
に
物

が
山
積
み
に
な
り
ま
す
。
物
が
少
な
い
う

ち
は
便
利
な
光
景
も
、
あ
ま
り
に
多
く
な

る
と
だ
ら
し
な
い
空
間
に
し
か
感
じ
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
く
ら
寒
い

と
は
い
え
リ
ビ
ン
グ
は
毎
日
す
っ
き
り
と

リ
セ
ッ
ト
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
い
う
リ
セ
ッ
ト
に
は
、
清
掃
を

し
て
衛
生
的
に
す
る
意
味
と
、
出
し
た
物

を
片
付
け
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
床
暖
房
や
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具
は
足

元
が
暖
か
く
、
つ
い
床
付
近
で
く
つ
ろ
ぎ

た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、

小
ま
め
に
清
掃
を
し
な
い
と
床
に
は
ほ
こ

り
や
ご
み
が
た
ま
り
ま
す
。
そ
れ
を
吸
い

込
み
咳
や
気
管
支
を
痛
め
る
と
風
邪
を
ひ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
空
気

中
の
水
分
と
く
っ
つ
く
と
重
く
な
り
床
に

た
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
ん

な
に
寒
く
て
も
１
日
１
回
は
換
気
を
兼
ね

て
し
っ
か
り
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　
清
掃
と
は
別
に
、
夜
寝
る
前
に
リ
ビ
ン
グ

に
集
ま
っ
て
し
ま
っ
た
物
を
本
来
の
場
所
に

戻
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
日
中
は
も
と
よ
り

夜
の
だ
ん
ら
ん
時
に
使
っ
た
物
、
帰
宅
時
に

置
き
っ
放
し
だ
っ
た
服
や
か
ば
ん
、
そ
う
し

た
物
は
寝
る
前
に
必
ず
い
っ
た
ん
リ
セ
ッ
ト

で
す
。
こ
の
寝
る
前
の
リ
セ
ッ
ト
で
次
の
日

は
気
持
ち
の
良
い
リ
ビ
ン
グ
か
ら
一
日
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
は
、
そ
の
日
の
運
気
を

左
右
す
る
く
ら
い
大
切
で
す
の
で
ぜ
ひ
意
識

し
て
く
だ
さ
い
。

　
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
、
書
斎
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
す
場
だ
と
し
た
ら
、

玄
関
、
リ
ビ
ン
グ
は
そ
の
家
の
象
徴
と
い

え
る
場
所
で
す
。
寒
く
て
憂
鬱
に
な
り
が

ち
な
冬
こ
そ
、
家
の
中
に
暖
か
で
快
適
な

空
間
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

ゆ
う
う
つ

朝
食
と
健
康

冬
こ
そ
快
適
リ
ビ
ン
グ
を
維
持
し
よ
う

ホ
ー
ム
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
●
吉
島

　智美

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

JA Higashimino Information Plaza

【健診日・会場】
　4月13日（月）　  ＪＡ坂下支店
　　　　　　　　　（山口・坂下・川上地区対象）

　4月14日（火）　  下野いきいき会館
　　　　　　　　　（田瀬・下野・福岡・高山地区対象）

　4月15日（水）　  ＪＡ付知支店
　　　　　　　　　（付知地区対象）　

　  4月21日（火）・22（水）  加子母ささゆり会館
　　　　　　　　   （加子母地区対象）

【受付時間】
　午前8時30分～午前11時まで
　

生活習慣病健診のご案内

ＪＡひがしみのは、平成28年度職員採用に関する下記
合同企業説明会に参加予定です。大学・短大・専門学
校を卒業（予定）の方の参加をお待ちしています。

■ 説明会日程
・3月5日（木）「リレー方式・会社説明会」
　（中津川文化会館／10：00～10：45）
・3月13日（金）「恵那合同企業説明会2015」
　（恵那市市民会館／13：00～16：00）

■ お問い合わせ
〒509-9132　
中津川市茄子川1646-19
ＪＡひがしみの　企画総務部人事課　
Tel 0573-78-0168  
Fax 0573-68-7724
E-mail: jinji@ja-higashimino.gjadc.jp

生まれ育った東美濃の地で働きませんか？
～平成28年度職員採用説明会のご案内～

●お申し込み
申し込み方法が変更となりました。
各支店・営業所にある申込用紙にご記入の上、窓口に
提出して下さい。
（肺がん・大腸がんの健診をお申し込みの方は容器を
お受け取り下さい。）　

●受付期間　
３月２日（月）～３月２７日（金）

●お問い合わせ
ＪＡひがしみの本店 ふれあい課　TEL 0573-78-0124

H26年度採用職員
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最
近
、
若
い
世
代
を
中
心
に
朝
食
を
取
ら

な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
ま
っ
た
く
食
べ
な
い
人
が
1０
代
で
は

15
％
、
２０
代
で
は
16
％
、
3０
代
で
は
な
ん
と

２０
％
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
朝
食
を
食
べ
な
い
か
と
い
う
と
、

「
食
べ
る
時
間
が
あ
れ
ば
寝
て
い
た
い
」「
寝

坊
し
て
時
間
が
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
面

倒
く
さ
い
」な
ど
本
人
の
生
活
習
慣
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　
朝
食
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
朝
起
き
た
と
き
は
血
糖
値
が
低
く
、

内
臓
や
神
経
、
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
脳
は
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す

が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
は
ブ
ド
ウ
糖

で
す
。
朝
食
を
と
ら
な
い
と
脳
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
行
き
渡
ら
ず
、
脳
が
活
発
に
働
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
勉
強
や
仕

事
の
能
率
が
上
が
ら
な
い
し
、
集
中
力
が
低

下
し
て
午
前
の
活
動
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　
夜
寝
て
い
る
間
に
は
体
温
も
心
拍
数
も

下
が
り
、
血
圧
も
低
く
な
り
ま
す
。
朝
食
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
温
も
上
が
り
、
夜

眠
っ
て
い
た
体
と
頭
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、
朝
の
排
便
の
習
慣
を
付

け
る
た
め
に
は
、
朝
食
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
あ
る
程
度
の
食
事
の
量
と
繊
維
質

（
野
菜
）と
水
分
に
よ
り
、
腸
の
刺
激
を
与

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
朝
食
を
取
ら
ず
、
昼
食
と
夕
食
だ
け

で
一
日
に
必
要
な
栄
養
素
を
取
り
、
3０
種
類

の
食
品
を
食
べ
る
の
は
無
理
で
す
。
従
っ
て

常
に
栄
養
不
足
に
な
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て「
太
る
か
ら
朝

食
を
取
ら
な
い
」と
言
う
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
逆
で
す
。
一
日
２
食
に
す
る
と
肥
満

に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
ま
た
夜
遅
く
夜
食
を
取
る
と
、
翌
朝
は
食

欲
が
な
く
な
り
、
十
分
に
朝
食
が
と
れ
ま
せ

ん
。
夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
の
食
事
は
な
る
べ

く
控
え
た
い
も
の
で
す
。

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
暖
か
い
部
屋
か
ら

出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
リ
ビ
ン
グ

に
物
が
集
ま
り
が
ち
に
。
特
に
こ
た
つ
の

周
辺
は
危
険
地
帯
。
手
が
届
く
範
囲
に
物

が
山
積
み
に
な
り
ま
す
。
物
が
少
な
い
う

ち
は
便
利
な
光
景
も
、
あ
ま
り
に
多
く
な

る
と
だ
ら
し
な
い
空
間
に
し
か
感
じ
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
く
ら
寒
い

と
は
い
え
リ
ビ
ン
グ
は
毎
日
す
っ
き
り
と

リ
セ
ッ
ト
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
い
う
リ
セ
ッ
ト
に
は
、
清
掃
を

し
て
衛
生
的
に
す
る
意
味
と
、
出
し
た
物

を
片
付
け
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
床
暖
房
や
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具
は
足

元
が
暖
か
く
、
つ
い
床
付
近
で
く
つ
ろ
ぎ

た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、

小
ま
め
に
清
掃
を
し
な
い
と
床
に
は
ほ
こ

り
や
ご
み
が
た
ま
り
ま
す
。
そ
れ
を
吸
い

込
み
咳
や
気
管
支
を
痛
め
る
と
風
邪
を
ひ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
空
気

中
の
水
分
と
く
っ
つ
く
と
重
く
な
り
床
に

た
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
ん

な
に
寒
く
て
も
１
日
１
回
は
換
気
を
兼
ね

て
し
っ
か
り
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　
清
掃
と
は
別
に
、
夜
寝
る
前
に
リ
ビ
ン
グ

に
集
ま
っ
て
し
ま
っ
た
物
を
本
来
の
場
所
に

戻
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
日
中
は
も
と
よ
り

夜
の
だ
ん
ら
ん
時
に
使
っ
た
物
、
帰
宅
時
に

置
き
っ
放
し
だ
っ
た
服
や
か
ば
ん
、
そ
う
し

た
物
は
寝
る
前
に
必
ず
い
っ
た
ん
リ
セ
ッ
ト

で
す
。
こ
の
寝
る
前
の
リ
セ
ッ
ト
で
次
の
日

は
気
持
ち
の
良
い
リ
ビ
ン
グ
か
ら
一
日
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
は
、
そ
の
日
の
運
気
を

左
右
す
る
く
ら
い
大
切
で
す
の
で
ぜ
ひ
意
識

し
て
く
だ
さ
い
。

　
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
、
書
斎
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
す
場
だ
と
し
た
ら
、

玄
関
、
リ
ビ
ン
グ
は
そ
の
家
の
象
徴
と
い

え
る
場
所
で
す
。
寒
く
て
憂
鬱
に
な
り
が

ち
な
冬
こ
そ
、
家
の
中
に
暖
か
で
快
適
な

空
間
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

ゆ
う
う
つ

朝
食
と
健
康

冬
こ
そ
快
適
リ
ビ
ン
グ
を
維
持
し
よ
う

ホ
ー
ム
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
●
吉
島

　智美

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

JA Higashimino Information Plaza

【健診日・会場】
　4月13日（月）　  ＪＡ坂下支店
　　　　　　　　　（山口・坂下・川上地区対象）

　4月14日（火）　  下野いきいき会館
　　　　　　　　　（田瀬・下野・福岡・高山地区対象）

　4月15日（水）　  ＪＡ付知支店
　　　　　　　　　（付知地区対象）　

　  4月21日（火）・22（水）  加子母ささゆり会館
　　　　　　　　   （加子母地区対象）

【受付時間】
　午前8時30分～午前11時まで
　

生活習慣病健診のご案内

ＪＡひがしみのは、平成28年度職員採用に関する下記
合同企業説明会に参加予定です。大学・短大・専門学
校を卒業（予定）の方の参加をお待ちしています。

■ 説明会日程
・3月5日（木）「リレー方式・会社説明会」
　（中津川文化会館／10：00～10：45）
・3月13日（金）「恵那合同企業説明会2015」
　（恵那市市民会館／13：00～16：00）

■ お問い合わせ
〒509-9132　
中津川市茄子川1646-19
ＪＡひがしみの　企画総務部人事課　
Tel 0573-78-0168  
Fax 0573-68-7724
E-mail: jinji@ja-higashimino.gjadc.jp

生まれ育った東美濃の地で働きませんか？
～平成28年度職員採用説明会のご案内～

●お申し込み
申し込み方法が変更となりました。
各支店・営業所にある申込用紙にご記入の上、窓口に
提出して下さい。
（肺がん・大腸がんの健診をお申し込みの方は容器を
お受け取り下さい。）　

●受付期間　
３月２日（月）～３月２７日（金）

●お問い合わせ
ＪＡひがしみの本店 ふれあい課　TEL 0573-78-0124

H26年度採用職員
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立
春
と
は
い
え
２
月
初
旬
は
平
年
な

ら
１
月
下
旬
か
ら
の
一
番
寒
さ
の
厳
し

い
季
節
で
す
。
そ
の
た
め
畑
の
地
温
は
低

く
、
霜
も
厳
し
い
の
で
露
地
裏
畑
で
は
と

て
も
種
ま
き
で
き
る
時
期
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ィ
ル
ム
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
覆

い
、
上
手
に
管
理
す
れ
ば
、
一
足
早
い
春

の
訪
れ
、
春
と
り
ニ
ン
ジ
ン
の
種
ま
き
ど

き
で
す
。
取
り
組
め
ば
陽
春
の
４
月
下
旬

か
ら
５
月
に
か
け
て
、
色
鮮
や
か
で
甘
く

て
お
い
し
い
ニ
ン
ジ
ン
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
品
種
は
低
温
下
で
根
の
太
り
が
良
く
、

品
質
の
良
い「
ベ
ー
タ
ー
３
１
２
」「
ベ

ビ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
い
な
り
五
寸
」「
平
安
三
寸
」（
タ
キ
イ
種

苗
）、「
ス
イ
ー
ト
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」（
ト
キ
タ
種

苗
）な
ど
か
ら
品
種
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
畑
の
準
備
は
、
種
ま
き
の
半
月
以
上

前
に
図
の
よ
う
に

１
２
０
　
幅
の

ベ
ッ
ド
を
作
り
、
全

面
に
完
熟
堆
肥
と

油
か
す
、
化
成
肥
料

を
ば
ら
ま
き
、
20
　

ほ
ど
の
深
さ
に
よ

く
耕
し
込
ん
で
お

き
ま
す
。
そ
し
て
、
く
わ
幅
の
ま
き
溝
を

３
列
、
溝
底
が
平
ら
に
な
る
よ
う
く
わ
を

前
後
に
動
か
し
て
丁
寧
に
作
り
、
ジ
ョ
ウ

ロ
で
溝
の
外
に
は
み
出
さ
な
い
よ
う
留

意
し
て
灌
水
し
ま
す
。
種
ま
き
後
す
ぐ
に

フ
ィ
ル
ム
を
密
閉
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ

こ
で
十
分
水
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　
種
ま
き
は
１
〜
１・５
　
ぐ
ら
い
の
薄
ま
き

と
し
、
３
〜
５
mｍ
ぐ
ら
い
薄
く
覆
土
し
、

そ
の
上
に
も
み
殻
薫
炭
か
、
ピ
ー
ト
モ
ス

を
薄
く
掛
け
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ま
た
は
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
覆
い
、
裾
に

は
十
分
土
を
掛
け
て
密
閉
し
、
地
温
の

上
昇
を
図
り
ま
す
。
日
が
当
た
っ
て
も

発
芽
す
る
ま
で
は
換
気
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
土
が
乾
き
過
ぎ
た
ら
週
１

回
ぐ
ら
い
フ
ィ
ル
ム
を
除
い
て
灌
水
し

て
く
だ
さ
い
。

　
発
芽
し
て
本
葉
が
１
〜
２
枚
に
な
っ
た

ら
、
図
の
よ
う
に
頂
部
に
小
穴
を
開
け
て

換
気
し
、
温
度
の
過
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
に
穴
を
開
け
た
く
な
い
な
ら
、

狭
幅
フ
ィ
ル
ム
を
２
枚
合
わ
せ
に
し
て
お

き
、
頂
部
を
開
い
て
換
気
し
て
も
よ
い
で

す
。
裾
を
開
け
る
と
両
裾
に
寒
風
が
入
り
、

ま
た
風
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
失
敗

し
ま
す
。

　
育
つ
に
つ
れ
て
適
宜
間
引
き
、
灌
水
、

追
肥
を
行
い
、
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
裾

開
け
換
気
し
、
生
育
の
様
子
を
見
な
が
ら

フ
ィ
ル
ム
を
次
第
に
開
け
、
十
分
暖
か
く

な
れ
ば
昼
夜
も
全
開
に
し
ま
す
。

　
根
の
肥
大
状
況
を
常
に
観
察
し
、
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
逐
次
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。

か
ん
す
い

上
手
な
ト
ン
ネ
ル
保
温
で

春
と
り
ニ
ン
ジ
ン
を

2015年
2月

情報

2015年
2月

狭幅フィルムを2枚合わせて掛け、
頂部を開き換気する

覆土した上に
もみ殻薫炭種まき

通路 通路
50cm

120cm

本葉1～2枚まで密閉

育つにつれて穴開け換気
⇒裾開け換気へ

cm

cm

cm

16～17cm
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26年
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222

27年
（作況指数）

（単位：万㌧）

233
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180
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220

240

平均水準
１９９万t

　
平
成
26
年
は
全
国
的
な「
米
余
り
」の
影

響
を
受
け
、
主
食
用
米
の
価
格
が
大
幅
に

下
落
し
、
生
産
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
当
J
A
で
は
、

水
田
活
用
米
穀
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。（
水
田
活
用
米
穀
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

先
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
別
途
各
生
産
者
の
方
へ
通
知
致
し
ま
す
、

生
産
数
量
目
標
及
び
、「
自
主
的
取
組
参
考

値
」を
ご
確
認
の
上
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
自
主
的
取
組
参
考
値
」と
は

　
従
来
の
生
産
数
量
目
標
と
併
せ
て
、
平

成
27
年
産
よ
り
新
た
に
設
定
さ
れ
た
生
産

数
量
の
自
主
的
な
目
標
数
値
で
す
。
こ
の

数
値
を
目
標
と
し
た
積
極
的
な
転
作
の
取

り
組
み
を
行
え
ば
、
現
在
の「
米
余
り
」が

解
消
さ
れ
、
過
去
の
平
均
の
在
庫
水
準
へ

近
づ
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
1
参
照
）　

期
待
さ
れ
る
効
果

①
平
均
在
庫
数
量
へ
近
づ
く
こ
と
に
よ
り
、

　
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
さ
れ
、

　
米
価
の
安
定
が
期
待
で
き
る
。

②
自
主
的
取
組
参
考
値
へ
水
田
活
用
米
穀

　
へ
の
転
作
と
し
て
取
り
組
め
ば
、
交
付

　
金
等
に
よ
り
安
定
し
た
所
得
を
得
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

お
申
込
み

・
申
込
用
紙

　
平
成
27
年
度
　
水
田
活
用
米
穀
取
組
希
望

　
申
込
書

・
お
申
込
期
限

　
平
成
27
年
2
月
27
日（
金
）

・
提
出
先

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の 

各
支
店
・
ア
グ
リ
セ

　
ン
タ
ー
、
中
津
川
市
役
所 

農
業
振
興
課
・

　
恵
那
市
役
所
農
林
課
・ 

各
総
合
事
務
所

※
詳
し
く
は
J
A
各
支
店
、
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度

　夏
秋
ト
マ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　夏
秋
な
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

目
的
　
　

　
　
夏
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す
栽
培
に

　
つ
い
て
、
先
輩
農
家
及
び
指
導
機
関

　
等
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
一
歩

　
踏
み
込
ん
だ
栽
培
技
術
修
得
を
目
指

　
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
夏

　
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す
栽
培
を
実
際
に
体

　
験
、
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
マ
ト
・

　
な
す
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
、
新
規

　
就
農
者
の
確
保
と
参
加
者
の
目
標
や
夢

　
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

対
象
者

　

原
則
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
に
お
住

ま
い
の
方
で
、

　
・
出
荷
を
目
的
に
ト
マ
ト
、
な
す
の
栽

　
　
培
を
考
え
て
い
る
方

　
・
来
年
以
降
、
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る
方

（
注
）
ト
マ
ト
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
将
来

　
の
栽
培
、
出
荷
開
始
を
考
慮
し
、
概
ね
６０

　
歳
以
下
を
対
象
と
し
ま
す
。

開
催
時
期
　
　
　
　
　
　

　
平
成
27
年
５
月
〜
平
成
27
年
11
月

　
﹇
全
７
回
予
定（
半
日
程
度
の
研
修
）﹈

　
※
途
中
参
加
も
可
能
。

場
所  

　
室
内
及
び
ほ
場
（
中
山
間
農
業
研
究
所

　
　
中
津
川
支
所
）

　
農
家
ほ
場
（
先
輩
農
家
ほ
場
等
）

参
加
費
用

　原
則
、
無
料

お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の 

営
農
販
売
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　担
当 

水
野・
成
瀬

　
T
E
L 

０
５
７
３（
７
８
）
０
１
３
７

締
切

　3
月
20
日
（
金
）

水
田
活
用
米
穀
の
取
り
組
み
を

募
集
し
て
い
ま
す

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
誌
１
月
号「
農
旬
」〝
米
価
下
落
に
対
す

る
補
て
ん
金
〞
の
文
中
３
段
目
に
落
字
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）

■
備
蓄
米
の
場
合

政
府
が
買
い
取
る
お
米
で
す
の
で
、
価
格
が

比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転
作
と
し
て

（
正
）
　

■
備
蓄
米
の
場
合

政
府
が
買
い
取
る
お
米
で
す
の
で
、
価
格
が

比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転
作
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■表１　６月末在庫数量の推移（ＪＡ全中推計）
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
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立
春
と
は
い
え
２
月
初
旬
は
平
年
な

ら
１
月
下
旬
か
ら
の
一
番
寒
さ
の
厳
し

い
季
節
で
す
。
そ
の
た
め
畑
の
地
温
は
低

く
、
霜
も
厳
し
い
の
で
露
地
裏
畑
で
は
と

て
も
種
ま
き
で
き
る
時
期
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ィ
ル
ム
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
覆

い
、
上
手
に
管
理
す
れ
ば
、
一
足
早
い
春

の
訪
れ
、
春
と
り
ニ
ン
ジ
ン
の
種
ま
き
ど

き
で
す
。
取
り
組
め
ば
陽
春
の
４
月
下
旬

か
ら
５
月
に
か
け
て
、
色
鮮
や
か
で
甘
く

て
お
い
し
い
ニ
ン
ジ
ン
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
品
種
は
低
温
下
で
根
の
太
り
が
良
く
、

品
質
の
良
い「
ベ
ー
タ
ー
３
１
２
」「
ベ

ビ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
い
な
り
五
寸
」「
平
安
三
寸
」（
タ
キ
イ
種

苗
）、「
ス
イ
ー
ト
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」（
ト
キ
タ
種

苗
）な
ど
か
ら
品
種
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
畑
の
準
備
は
、
種
ま
き
の
半
月
以
上

前
に
図
の
よ
う
に

１
２
０
　
幅
の

ベ
ッ
ド
を
作
り
、
全

面
に
完
熟
堆
肥
と

油
か
す
、
化
成
肥
料

を
ば
ら
ま
き
、
20
　

ほ
ど
の
深
さ
に
よ

く
耕
し
込
ん
で
お

き
ま
す
。
そ
し
て
、
く
わ
幅
の
ま
き
溝
を

３
列
、
溝
底
が
平
ら
に
な
る
よ
う
く
わ
を

前
後
に
動
か
し
て
丁
寧
に
作
り
、
ジ
ョ
ウ

ロ
で
溝
の
外
に
は
み
出
さ
な
い
よ
う
留

意
し
て
灌
水
し
ま
す
。
種
ま
き
後
す
ぐ
に

フ
ィ
ル
ム
を
密
閉
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ

こ
で
十
分
水
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　
種
ま
き
は
１
〜
１・５
　
ぐ
ら
い
の
薄
ま
き

と
し
、
３
〜
５
mｍ
ぐ
ら
い
薄
く
覆
土
し
、

そ
の
上
に
も
み
殻
薫
炭
か
、
ピ
ー
ト
モ
ス

を
薄
く
掛
け
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ま
た
は
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
覆
い
、
裾
に

は
十
分
土
を
掛
け
て
密
閉
し
、
地
温
の

上
昇
を
図
り
ま
す
。
日
が
当
た
っ
て
も

発
芽
す
る
ま
で
は
換
気
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
土
が
乾
き
過
ぎ
た
ら
週
１

回
ぐ
ら
い
フ
ィ
ル
ム
を
除
い
て
灌
水
し

て
く
だ
さ
い
。

　
発
芽
し
て
本
葉
が
１
〜
２
枚
に
な
っ
た

ら
、
図
の
よ
う
に
頂
部
に
小
穴
を
開
け
て

換
気
し
、
温
度
の
過
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
に
穴
を
開
け
た
く
な
い
な
ら
、

狭
幅
フ
ィ
ル
ム
を
２
枚
合
わ
せ
に
し
て
お

き
、
頂
部
を
開
い
て
換
気
し
て
も
よ
い
で

す
。
裾
を
開
け
る
と
両
裾
に
寒
風
が
入
り
、

ま
た
風
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
失
敗

し
ま
す
。

　
育
つ
に
つ
れ
て
適
宜
間
引
き
、
灌
水
、

追
肥
を
行
い
、
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
裾

開
け
換
気
し
、
生
育
の
様
子
を
見
な
が
ら

フ
ィ
ル
ム
を
次
第
に
開
け
、
十
分
暖
か
く

な
れ
ば
昼
夜
も
全
開
に
し
ま
す
。

　
根
の
肥
大
状
況
を
常
に
観
察
し
、
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
逐
次
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。

か
ん
す
い

上
手
な
ト
ン
ネ
ル
保
温
で

春
と
り
ニ
ン
ジ
ン
を

2015年
2月

情報

2015年
2月

狭幅フィルムを2枚合わせて掛け、
頂部を開き換気する

覆土した上に
もみ殻薫炭種まき

通路 通路
50cm

120cm

本葉1～2枚まで密閉

育つにつれて穴開け換気
⇒裾開け換気へ

cm

cm

cm

16～17cm

100
18年
（96）

182

19年
（99）

184

20年
（102）

161

21年
（96）

212

22年
（98）

216

23年
（101）

181

24年
（102）

180

25年
（102）

224

26年
（101）

222

27年
（作況指数）

（単位：万㌧）

233

120

140

160

180

200

220

240

平均水準
１９９万t

　
平
成
26
年
は
全
国
的
な「
米
余
り
」の
影

響
を
受
け
、
主
食
用
米
の
価
格
が
大
幅
に

下
落
し
、
生
産
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
当
J
A
で
は
、

水
田
活
用
米
穀
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。（
水
田
活
用
米
穀
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

先
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
別
途
各
生
産
者
の
方
へ
通
知
致
し
ま
す
、

生
産
数
量
目
標
及
び
、「
自
主
的
取
組
参
考

値
」を
ご
確
認
の
上
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
自
主
的
取
組
参
考
値
」と
は

　
従
来
の
生
産
数
量
目
標
と
併
せ
て
、
平

成
27
年
産
よ
り
新
た
に
設
定
さ
れ
た
生
産

数
量
の
自
主
的
な
目
標
数
値
で
す
。
こ
の

数
値
を
目
標
と
し
た
積
極
的
な
転
作
の
取

り
組
み
を
行
え
ば
、
現
在
の「
米
余
り
」が

解
消
さ
れ
、
過
去
の
平
均
の
在
庫
水
準
へ

近
づ
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
1
参
照
）　

期
待
さ
れ
る
効
果

①
平
均
在
庫
数
量
へ
近
づ
く
こ
と
に
よ
り
、

　
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
さ
れ
、

　
米
価
の
安
定
が
期
待
で
き
る
。

②
自
主
的
取
組
参
考
値
へ
水
田
活
用
米
穀

　
へ
の
転
作
と
し
て
取
り
組
め
ば
、
交
付

　
金
等
に
よ
り
安
定
し
た
所
得
を
得
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

お
申
込
み

・
申
込
用
紙

　
平
成
27
年
度
　
水
田
活
用
米
穀
取
組
希
望

　
申
込
書

・
お
申
込
期
限

　
平
成
27
年
2
月
27
日（
金
）

・
提
出
先

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の 

各
支
店
・
ア
グ
リ
セ

　
ン
タ
ー
、
中
津
川
市
役
所 

農
業
振
興
課
・

　
恵
那
市
役
所
農
林
課
・ 

各
総
合
事
務
所

※
詳
し
く
は
J
A
各
支
店
、
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度

　夏
秋
ト
マ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　夏
秋
な
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

目
的
　
　

　
　
夏
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す
栽
培
に

　
つ
い
て
、
先
輩
農
家
及
び
指
導
機
関

　
等
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
一
歩

　
踏
み
込
ん
だ
栽
培
技
術
修
得
を
目
指

　
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
夏

　
秋
ト
マ
ト
・
夏
秋
な
す
栽
培
を
実
際
に
体

　
験
、
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
マ
ト
・

　
な
す
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
、
新
規

　
就
農
者
の
確
保
と
参
加
者
の
目
標
や
夢

　
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

対
象
者

　

原
則
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
に
お
住

ま
い
の
方
で
、

　
・
出
荷
を
目
的
に
ト
マ
ト
、
な
す
の
栽

　
　
培
を
考
え
て
い
る
方

　
・
来
年
以
降
、
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る
方

（
注
）
ト
マ
ト
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
将
来

　
の
栽
培
、
出
荷
開
始
を
考
慮
し
、
概
ね
６０

　
歳
以
下
を
対
象
と
し
ま
す
。

開
催
時
期
　
　
　
　
　
　

　
平
成
27
年
５
月
〜
平
成
27
年
11
月

　
﹇
全
７
回
予
定（
半
日
程
度
の
研
修
）﹈

　
※
途
中
参
加
も
可
能
。

場
所  

　
室
内
及
び
ほ
場
（
中
山
間
農
業
研
究
所

　
　
中
津
川
支
所
）

　
農
家
ほ
場
（
先
輩
農
家
ほ
場
等
）

参
加
費
用

　原
則
、
無
料

お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の 

営
農
販
売
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　担
当 

水
野・
成
瀬

　
T
E
L 

０
５
７
３（
７
８
）
０
１
３
７

締
切

　3
月
20
日
（
金
）

水
田
活
用
米
穀
の
取
り
組
み
を

募
集
し
て
い
ま
す

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
誌
１
月
号「
農
旬
」〝
米
価
下
落
に
対
す

る
補
て
ん
金
〞
の
文
中
３
段
目
に
落
字
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）

■
備
蓄
米
の
場
合

政
府
が
買
い
取
る
お
米
で
す
の
で
、
価
格
が

比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転
作
と
し
て

（
正
）
　

■
備
蓄
米
の
場
合

政
府
が
買
い
取
る
お
米
で
す
の
で
、
価
格
が

比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転
作
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■表１　６月末在庫数量の推移（ＪＡ全中推計）
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
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６
年
前
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
の
大
会
に
出
場
し
て
以
来
、

現
在
で
は
年
間
３
〜
４
レ
ー

ス
に
出
場
す
る
ほ
ど
熱
中

し
て
い
る
峯
幸
さ
ん
。
　

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
は

水
泳
・
自
転
車
・
長
距
離

走
の
３
種
目
を
連
続
し
て

行
う
耐
久
競
技
。
大
会
は

伊
良
湖
や
石
垣
島
、
蒲
郡

市
な
ど
で
開
催
。
家
族
が

同
行
す
る
こ
と
も
多
く「
応
援
は
励
み
に
な
る
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
家
族
旅

行
だ
よ
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
大
会
に
向
け
て
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
た
り
、
バ
イ
ク
の
講
習
会
で

指
導
を
受
け
た
り
、
日
常
で
時
間
を
み
つ
け
て
は
自
宅
ま
わ
り
を
走
っ
た

り
と
、
過
度
で
は
な
く
適
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
食
事
面

で
も
栄
養
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　「
年
や
体
力
の
せ
い
に
し
て
自
分
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
く
は
な
い
。」と

話
す
峯
幸
さ
ん
は
現
在
５3
歳
。
レ
ー
ス
は
順
位
や
成
績
よ
り
も
、
練
習
の
成

果
が
ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
、
自
分
が
決
め
た
目
標
に
近
づ
け
る
か
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。「
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
達
成
感
と
感
動
は
格
別
。
運
動
は
苦

手
だ
と
諦
め
て
い
る
人
に
も
、
ぜ
ひ
一
度
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。

　ボール遊びが大好きな奏佑くんと、歌うことが大好きな奏
音ちゃん。２人の笑顔はいつも家族を賑やかで楽しく、明る
くさせます。
　「友だちをたくさんつくって、人に優しくできる子に育って
ほしい」とお母さんは話しました。

　
夏
秋
ト
マ
ト
を
長
年
栽
培
し
て
い
る
兼
明
さ
ん

が
冬
季
の
収
入
確
保
と
遊
休
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用

の
た
め
、
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
栽
培
を
始
め
た

の
は
１０
年
ほ
ど
前
。
妻
の
和
子
さ
ん
と
共
に
安
全
・

安
心
な
栽
培
に
励
み
、
毎
年
約
２
㌧
を
市
場
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　
兼
明
さ
ん
は
生
育
の
ム
ラ
を
な
く
す
た
め
、
直

播
き
で
は
な
く
セ
ル
ト
レ
ー
に
播
種
し
、
育
苗
。
こ

こ
で
あ
る
程
度
大
き
く
丈
夫
に
育
て
た
苗
を
移

植
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
生
育
に
繋
げ
ま

す
。
品
種
は
雪
美
菜
。
開
張
性
で
株
揃
い
が

良
く
、
耐
寒
性
に
優
れ
、
根
張
り
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。栽
培
で
は
土
づ
く
り
や
灌
水
、

播
種
な
ど
作
業
に
お
い
て
重
要
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、「
丁
寧
に
時
間
を

か
け
る
こ
と
」が
兼
明
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
で

す
。

　「
勤
め
が
あ
る
こ
と
で
栽
培
の
管
理
・
調
整
・

収
穫
は
ほ
と
ん
ど
妻
が
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。

い
つ
も
本
当
に
助
か
る
」と
和
子
さ
ん
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。「
夫
婦
２
人
が
健
康

で
あ
っ
て
こ
そ
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
栽
培

を
続
け
ら
れ
る
。
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
た
い
」と
夫
婦

円
満
の
秘
訣
も
笑

顔
で
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

丁
寧
に
時
間
を
か
け
る
こ
と

永冶　兼明さん
（中津川市蛭川）

足
立

　峯
幸
さ
ん（
恵
那
市
三
郷
町
）

いつも一緒だよ

挑
戦
す
る
気
持
ち
が
大
切

岩
佐 

奏
音
ち
ゃ
ん

　
　

 

奏
佑
く
ん

　

か
な

　ね

そ
う
　す
け

　万一の時、組合員や地域の皆様の生
命・財産を守る多彩な保障プランを提
案しています。これからも地域やお客様
の声を大切に、生活をサポートしていき
ます。

岩
村
支
店

伊
藤 

知
幸

Profile
担　当：外務
入　組：５年目
出　身：恵那市東野
血液型：Ｏ型
座右の銘：先憂後楽

生涯の安心をサポート

ほうれんそうには
カロテンが豊富
　βカロテンは体内でビタミンＡに
変換され、髪や皮膚の健康維持や、
視力維持、喉や肺など呼吸器系統を
守る働きがあります。その他、ビタミ
ン類。ミネラルなどどれも非常に栄
養価が高い緑黄色野菜です。

（
中
津
川
加
子
母
）
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６
年
前
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
の
大
会
に
出
場
し
て
以
来
、

現
在
で
は
年
間
３
〜
４
レ
ー

ス
に
出
場
す
る
ほ
ど
熱
中

し
て
い
る
峯
幸
さ
ん
。
　

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
は

水
泳
・
自
転
車
・
長
距
離

走
の
３
種
目
を
連
続
し
て

行
う
耐
久
競
技
。
大
会
は

伊
良
湖
や
石
垣
島
、
蒲
郡

市
な
ど
で
開
催
。
家
族
が

同
行
す
る
こ
と
も
多
く「
応
援
は
励
み
に
な
る
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
家
族
旅

行
だ
よ
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
大
会
に
向
け
て
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
た
り
、
バ
イ
ク
の
講
習
会
で

指
導
を
受
け
た
り
、
日
常
で
時
間
を
み
つ
け
て
は
自
宅
ま
わ
り
を
走
っ
た

り
と
、
過
度
で
は
な
く
適
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
食
事
面

で
も
栄
養
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　「
年
や
体
力
の
せ
い
に
し
て
自
分
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
く
は
な
い
。」と

話
す
峯
幸
さ
ん
は
現
在
５3
歳
。
レ
ー
ス
は
順
位
や
成
績
よ
り
も
、
練
習
の
成

果
が
ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
、
自
分
が
決
め
た
目
標
に
近
づ
け
る
か
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。「
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
達
成
感
と
感
動
は
格
別
。
運
動
は
苦

手
だ
と
諦
め
て
い
る
人
に
も
、
ぜ
ひ
一
度
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。

　ボール遊びが大好きな奏佑くんと、歌うことが大好きな奏
音ちゃん。２人の笑顔はいつも家族を賑やかで楽しく、明る
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夏
秋
ト
マ
ト
を
長
年
栽
培
し
て
い
る
兼
明
さ
ん

が
冬
季
の
収
入
確
保
と
遊
休
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用

の
た
め
、
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
栽
培
を
始
め
た

の
は
１０
年
ほ
ど
前
。
妻
の
和
子
さ
ん
と
共
に
安
全
・

安
心
な
栽
培
に
励
み
、
毎
年
約
２
㌧
を
市
場
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　
兼
明
さ
ん
は
生
育
の
ム
ラ
を
な
く
す
た
め
、
直

播
き
で
は
な
く
セ
ル
ト
レ
ー
に
播
種
し
、
育
苗
。
こ

こ
で
あ
る
程
度
大
き
く
丈
夫
に
育
て
た
苗
を
移

植
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
生
育
に
繋
げ
ま

す
。
品
種
は
雪
美
菜
。
開
張
性
で
株
揃
い
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良
く
、
耐
寒
性
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優
れ
、
根
張
り
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強
い
の
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特
徴
で
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。栽
培
で
は
土
づ
く
り
や
灌
水
、

播
種
な
ど
作
業
に
お
い
て
重
要
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、「
丁
寧
に
時
間
を

か
け
る
こ
と
」が
兼
明
さ
ん
の
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ッ
ト
ー
で

す
。
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※2月18日（水）山岡支店の法律相談は
　25日（水）に変更となりました。

● 1415 ● JAひがしみの

①最低気温が０度未満の日
③武士の命ともいわれた刃物
⑤応用に移る前にしっかりと
⑥全身真っ黒な鳥
⑦中央競馬を監督するの
はー水産省
⑨西を向いたときの右手の
方向

⑪ぺこりとへこんだ所
⑬ホルスタイン、ジャージー
といえば
⑮趣味とーを兼ねた仕事
⑰応接室に似合う長椅子
⑲けがが完全にーした
⑳タイヤに穴が開いちゃった
　大金持ちのこと アラブの
大ー

①早春に顔を出すフキの花茎
②車などで人や物を運ぶこと
③ピスタチオを食べる時に剥き
ます
④駅伝の選手が繋ぐもの
⑥東南アジアの国 首都はプノン
ぺン
⑧地球表面のおよそ３割を占め
ます
⑩ピンポンともいうスポーツ
⑫花を回って蝶が吸うもの
⑭子芋がたくさん付くことから、
里芋はー繁栄の縁起物です
⑯旧国名の１つ、ここと佐渡が
現在の新潟県です

⑱鬼は外、ーは内

■1月号の答え
オトシダマ（お年玉）

■クイズ当選者（敬称略）
水野 陽太、堀尾 里佳、 原 　隆斗 
鷹見 絹江、佐々木 竹四、田口 政勝
浜島 真理子、纐纈 文雄、藤井 　隆
鈴木 万里子

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①平成２７年度事業計画について
②関係会社への取締役推薦について
③理事と組合との契約承認（利益相反行為）
について

【報告事項】
①第３四半期余裕金運用状況について
②反社会的勢力との取引排除にかかる対応
状況について
③組合員の加入及び脱退の状況について
④リスク管理債権（第３四半期）の状況につ
いて
⑤水稲の生産数量目標の配分について
⑥１２月末の事業実績について

■
初
詣
で
行
っ
た
神
社
で
引
い
た
お
み
く
じ
が

「
半
吉
」だ
っ
た
。
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も

な
く
調
べ
て
み
る
と
、
単
純
に「
吉
の
半
分
」で

し
た
。
し
か
し
５
％
の
確
立
で
か
な
り
レ
ア
物
。

　
今
年
は
何
か
良
い
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
も
）

■
ゴ
ル
フ
を
や
る
両
親
と
一
緒
に
打
ち
っ
ぱ
な

し
に
行
っ
た
こ
と
は
何
回
か
あ
り
ま
す
が
、本

格
的
に
始
め
た
く
な
り
、週
に
１
回
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
期
待
し
つ
つ
、コ
ー

ス
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
、練
習
に
励
み
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
）

　
先
月
号
の
特
集「
未
年
さ
ん
大
集

合
！
」に
書
い
て
あ
っ
た
未
年
生
ま
れ

の
性
格
を
読
ん
で
、
平
成
３
年
生
ま

れ
の
孫
娘
の
性
格
と
当
た
っ
て
い
て
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

恵
那
市
大
井
町
　
　
伊
佐
地
　
克
江
さ
ん

　
生
ま
れ
年
で
性
格
が
わ
か
る
な
ん

て
、
面
白
い
で
す
よ
ね
。

　
私
も
年
女
で
、
今
年
人
生
の
節
目

で
あ
る
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
第
２
の

人
生
は
健
康
第
一
で
、
若
い
方
の
役

に
立
て
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
で
す
。

中
津
川
市
坂
下
　
　
山
本
み
ど
り
さ
ん

　こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
気
を
付
け
て

下
さ
い
ね
。

　
今
ま
で
し
も
や
け
が
で
き
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
右

手
に
で
き
て
し
ま
い
、
先
月
号
の「
健

康
百
科
」で
紹
介
さ
れ
た
冷
え
性
の
対

策
法
を
参
考
に
し
た
い
で
す
。

中
津
川
市
中
津
川
　
　
足
立
　
知
代
さ
ん

　
食
べ
物
や
服
装
な
ど
毎
日
の
生
活

か
ら
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
幅
２２
㎝
、
重
さ
１.８
㎏
の
カ
ブ
が
で

き
ま
し
た
！
下
野
支
店
の
窓
口
に

飾
っ
て
い
る
の
で
、
見
に
来
て
欲
し

い
で
す
！

中
津
川
市
田
瀬
　
　
内
木
　
昭
治
さ
ん

　葉
っ
ぱ
が
伸
び
て
、
ど
こ
ま
で
大
き

く
な
る
か
楽
し
み
で
す
ね
♪

■タテのカギ ■ヨコのカギ

﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成２７年2月27日（金）
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に
農協全国商品券（1,000円分）を
プレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、
郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、ＪＡまたは広報誌に
対する意見、要望などをご記入
の上、下記までお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

2月

3月

12日（木）
〃　　

18日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

11日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
下野支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

2月

3月

12日（木）
〃　　

18日（水）
※25日（水）
11日（水）
12日（木）

本店
下野支店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

2月

3月

12日（木）
〃　　

18日（水）
20日（金）
11日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを
無くしてしまったら 058-276-8015TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具の
お問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

10日（火）・11日（水）※都合により変更の　場合があります

平成27年3月のふれあい訪問日

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

33,031人
27億1,186万円

2,173億2,716万円
460億8,482万円

7,271億 1,610万円
57億5,962万円
34億7,540万円

第10回理事会 （平成２7年1月22日）

（平成26年12月31日現在）
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⑤水稲の生産数量目標の配分について
⑥１２月末の事業実績について
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〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成２７年2月27日（金）
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に
農協全国商品券（1,000円分）を
プレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、
郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、ＪＡまたは広報誌に
対する意見、要望などをご記入
の上、下記までお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

2月

3月

12日（木）
〃　　

18日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

11日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
下野支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

2月

3月

12日（木）
〃　　

18日（水）
※25日（水）
11日（水）
12日（木）

本店
下野支店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

2月

3月

12日（木）
〃　　

18日（水）
20日（金）
11日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを
無くしてしまったら 058-276-8015TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具の
お問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

10日（火）・11日（水）※都合により変更の　場合があります

平成27年3月のふれあい訪問日

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

33,031人
27億1,186万円

2,173億2,716万円
460億8,482万円

7,271億 1,610万円
57億5,962万円
34億7,540万円

第10回理事会 （平成２7年1月22日）

（平成26年12月31日現在）
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　大根は一年中出回っていますが、寒い時期に甘味が増して

おいしくなります。日本では、春の七草の一つ「スズシロ」とし

て古くから、親しまれています。

　現在は肉質が柔らかく、甘味が強い青首大根が主流ですが、

京都の伝統野菜の聖護院大根、水分が多く大型の三浦大根、

薬味に使われる辛味大根など、独自の品種があります。シャキ

シャキとした食感を生かし、生のままサラダやあえ物、大根お

ろしとして食べたり、加熱すると甘味が増し、だしのうま味を

閉じ込めるので、ぶり大根、おで

んなどの煮物や煮込み料理、

スープにしたりと、いろいろな料

理でおいしくいただけます。

　葉の付け根の部分は甘く、先

端（しっぽ）ほど辛味が強くなる

ので、料理によって使い分けるの

がポイント。生で食べるときは葉に近い部分、煮物など加熱す

る料理には真ん中の部分、先端はみそ汁などに使うとよいで

しょう。

　大根に含まれる辛味成分は、がん予防に効果があるといわ

れ、ビタミンＣも豊富です。その他、消化を助け、胃腸の働き

を整えて食欲をアップさせるジアスターゼも含まれています。

ジアスターゼは加熱すると壊れてしまうので、生のまま食べる

方が効果的です。脂っぽいものを食べる時に大根おろしを添

えると、消化も良く、さっぱりします。

　選ぶ時は、太くて重いもの、皮に張りがあるものが新鮮です。

葉が付いているものは、そのまま置いておくと、葉から水分が

失われスカスカになってしまうので、葉を切り分けて保存します。

使いかけのものは、乾燥しないように切り口をラップで覆い、

ポリ袋に入れて、野菜室へ。葉の部分はゆでて刻んで冷凍して

おくと、みそ汁の青味や煮物の彩りにもなり、便利です。

しょうご いん

撮影地：中津川市阿木
協　力：荻山 清和さん（恵那市大井町）

大 根

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索
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出典：「ベターホームのお料理教室」　撮影：大井一範

確定申告の準備は
お済みですか？

大根は５ｃｍ長さ、７～８ｍｍ角の拍子切りにし
ます。

ネギは斜めに切り、ショウガは薄切りにします。

牛肉は１～１.５ｃｍ幅に切ります。

鍋に　と大根を入れて火にかけ、ふたをして２～
３分煮ます。牛肉、ネギ、ショウガを加え、沸騰し
たら、あくを取ります。

　を加えて調味します。

大根
牛もも肉（薄切り）
ネギ
ショウガ
　　水
　　スープのもと
　　花しょう
　　塩
      酒
　　しょうゆ
※花しょうは中華食材で、粒さんしょうの
　ことです。
　　

・・・・・・・・・・・・・・・150ｇ
・・・・・・・・60ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・　　本
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・・・・・・カップ2（400ml）
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大根と牛肉のスープ
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